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◆ 環境安全管理、活動の仕組みについて
全社・事業所

◆ 活動目標達成のための取組について
例）プロセス危険源特定

◆ リスク管理体制について

第４回産業保安基本制度小委員会 事例報告

1

三菱ケミカルにおける安全管理目標と達成への取り組みについて

資料2-1



三菱ケミカル 国内事業拠点 （９事業所・６工場）

P2

筑波工場

福 岡
事業所

高圧ガス認定事業所

岡 山
事業所

香 川
事業所

富 山
事業所

愛 知
事業所

平塚工場

滋賀
事業所

茨 城
事業所

三重
事業所熊本工場

鶴見工場

小名浜工場
大垣工場

広 島
事業所

2018年
ｽｰﾊﾟｰ認定取得

2017年
認定更新

2019年
認定更新

2018年
認定更新

2



三菱ケミカル 環境安全管理の仕組みについて（全社）

P3

定期的なモニタリング、監査

各事業所 推進 各事業所 安全の内部監査
保安管理システム監査

本社安全監査
本社認定監査
本社特別監査

事業所長会議
環境安全部長会議

・実績の解析 活動の反省
・次年度の活動計画立案

環境安全推進委員会
委員長：環境安全担当役員

環境安全に関する重要事項の経営執行会議への
上程案を決定
「環境安全理念」及び「環境安全に関する方針」の
改廃案、次年度の環境安全活動計画案など

経営執行会議 議長：社長

環境安全に関する重要事項の承認
「環境安全理念」及び「環境安全に関する方針」の改廃、次年
度の環境安全活動計画など

環境安全担当役員が事業所へ周知

（全社）

（事業所）

事業所RC委員会 委員長：事業所長

次年度の事業所環境安全活動計画

3

環境安全管理規程
環境安全推進委員会規則
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環境安全活動の仕組みについて（事業所例）

事業所活動

事業所 保安管理方針・目標

事業所 保安管理計画

各部署 活動方針・計画

各部署活動 前年度の活動実績

全社中期活動計画

2021年度 活動計画 （事例・解説）

事業所中期活動計画

全社 「理念／方針／活動計画」 本社
環境安全 品質保証

環境安全
理念

環境安全
に関する方針

化学品管理

品質保証
基本方針

化学品
管理規則

KAITEKI健康経営

Ｍission＆Ｖalue

KAITEKI事業所

事業所 健康方針

評価・監査実 行

TOP現場
訪問対話

確認

ものづくりガイドライン
三菱ケミカルの『ものづくり』の考え方や方法の中で、
社会や時代の変化があっても、変えてはいけない
普遍的な部分を文章化したものであり、道標。

前年度の活動実績
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P5
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リスク管理委員会

事業所事業所

リスク管理委員長
（リスク管理統括執行責任者）

部門リスク管理
責任者

部門リスク管理
推進者

副委員長

リスク管理委員会事務局

部門リスク管理
推進者

部門リスク管理
責任者

部門リスク管理
責任者 ・・・

部門リスク管理
推進者

事業部 事業部

事業所国内Gr会社 海外Gr会社

MCC社長

社長が指名

各部署のリスク管理活動は
職制ラインで行う

内部統制推進部
リスク管理Gr

各部門（MBU）長
共通部門所管役員

部門リスク管理責任者が指名
• 事業部門：各企画部より
• 共通部門 ：各部より

リスク管理体制について
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リスク管理体制について （事業所事規程類例）

P6

事業所 リスク管理規則

保安安全リスク評価基準

保安マニュアル

作業（安全・労働衛生・

化学品安全）の危険源

プロセスの危険源

ハザードの抽出･特定/リスク算定･ランク付け

リスク低減措置検討

環境の

危険源

環境Ｍ

品質M

品質の

危険源

事業所・RCリスク管理規則(RMS)

ＳＲ検討会規則 変更管理基準

保安管理システム監査実施要領事業所監査実施規則

安全衛生委員会規則

三菱ケミカルグループ リスク管理規程（三菱ケミカル リスク管理委員会規則）
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P7

最後に

弊社としても最新のDX活用により、保安管理レベルをより向上させ、更に人は集められたデータに基づく
より高度な判断ができることを目指し、スマート保安の推進に対して積極的な取り組みをしていく。

・経済産業省のスマート保安の促進、「リスクに応じて規制の強度を変える柔軟でメリハリのある制度
体系」への移行、新たなインセンティブ措置に係る基本的な考え方に対しては、大いに賛同する。

・規制体系の見直しにより、認定更新業務や手続き、設備の点検・検査における過度の負担
を軽減し、お金や人の経営資源を更なる保安管理レベルの向上にシフトできることを期待する。
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8 ConfidentialEnvironment & Safety Department

以上
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環境安全の理念、環境安全に関する方針、環境安全活動計画
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【重大保安事故】の定義
（1）次のいずれかの人的被害が発生したとき
イ 死者（事故発災より 5 日以内に死亡した者をいう。）1 名以上
ロ 重傷者（負傷の治療に要する期間が 30 日以上の者をいう。）2 名以上
ハ 重傷者 1 名以上、かつ負傷者（負傷の治療に要する期間が 30 日未満の者をいう。） 3 名以上
ニ 負傷者 6 名以上

（2）直接損害額が 2 億円以上発生したとき
（3）次のいずれかに該当し、社会的影響が大きいと認められたとき
イ 住民避難勧告を伴ったとき
ロ 事業所外で人的被害が発生したとき
ハ 事業所外で物的被害が発生したとき
ニ 著しい環境破壊を及ぼしたとき

（4）公設消防による防消火設備を使用した 4 時間以上の消火活動を要した大規模火災
（5）全国規模でマスコミに報道されたとき



「安全」 重点施策 事例・解説
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９事業所、６工場と共有



事業所事例（保安管理 方針・目標・計画）
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三菱ケミカルグループ 目標 事業所 目標

保安 重大保安事故 ゼロ 重大保安事故、事故 「ゼロ」

労災 重大労災 ゼロ 労働災害（休業・不休業）「ゼロ」

環境
環境事故 ゼロ

地球環境への貢献
環境事故 「ゼロ」
地球環境への貢献

35項目

事業所
各部署での
取り組み

方針 目標

計画
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安全・安定操業の実現に向けた各種活動取り組み事例

ものづくり基盤の確立
３本の柱

設備管理

安全

人材育成

危険源の特定、リスクアセスメント、
ＳＲ検討会、HAZchart

基本行動、３Ｓ、ルール遵守
事故風化防止

自主保全、設備管理レビュー
設備管理シート
異常兆候早期発見、合同パトロール

新人教育、階層別教育、ＣＰＳＥ育成
スキル評価、事例教育、
安全体験研修、いろは教育

事故対策委員会、トラブル検討会
原因解析ツール活用、水平展開

危険予知活動、プロセス危険予知
ヒヤリハット活動

防災規程、防災訓練、緊急訓練、
耐震対応

変更連絡書･完了報告書
ＳＡチェックリスト、ＳＡ検討会

ＳＯＰ、非定常作業指示書
工事安全指示書、工事養生指示確認票
改善活動、小集団活動、三現チェック

トラブルレビュー

危機管理

危険予知

変更管理

運転・作業・工事管理

設備管理

安全性評価

人材育成

安全文化

プロセス、作業、工事の
危険要因

安全・安定操業の実現

12⇒ 保安管理計画へ織込み
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プロセス危険源特定の手順

P13

ハザードの抽出

ハザードの特定

リスクの評価

ランク

リスク低減対策検討

リスクの再評価

低減効果

対策採用・実施

現状管理継続
ランク２～３

ランク１～２

無

有

・各工程における危険源の有無を整理

・抽出した危険源に対しシナリオ作成しリスク評価表に整理

・点数に従いリスクの管理ランクを決定

（リスク管理ランク：ランク１～３）

・アクションプログラムで管理

リスクの算定 ・算定基準に従い点数評価

見
直
し
有

＜プロセスの危険源の特定取り進めフロー＞
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プロセス危険源特定取り組み事例

P14

事業所保安管理計画
を受けて各部署は

年度計画（Ｐ）/ 実行（Ｄ）

評価（Ｃ）：中間、期末/
下期、次年度への展開（Ａ）
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【中間、期末の評価】
目的、目標、評価指標、活動実績、達成度、
要因分析と気づき、下期、次年度への展開

目的、目標、指標、具体的手段、
担当者、スケジュール


